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１．はじめに

（1）自己紹介

（２）なぜ、講習会を行うのか？





スポーツ指導者のための倫理ガイドライン
日本スポーツ協会



二つに分かれる指導者のタイプ

1. 指導力不足の指導者

2. 指導力が高く、これまで多くの

実績のある指導者

共通点がある



２「指導死」を考える
2017.12.22毎日朝刊



２ 「指導死」を考える
2017.11.25（土）毎日朝刊



２ 「指導死」を考える

• 平成元年から「指導死」が疑われる自殺

→73件（9件の自殺未遂を含む）

・ このうち有形の暴力が確認されている件数

→ 9件

• 9割弱が暴力がない指導により死に追い詰められて
いる。

• 2017年3月14日 福井県池田町２年男子生徒への担
任・副担任からの厳しい指導と叱責による自死

• 2008年4月3日 北海道遠軽町小6年女児への担任
教師の行き過ぎた指導による自死



• 「無意識の力、空気論」

人や組織を育てるのは「無意識の力」。「空気論」とは、それ

ぞれの家庭、学校、教室には特有の空気が流れている。空気と

は無意識のこと。学歴ぐらいしか自慢の種がない人は、無意識

の土壌がやせ細っており、その周囲から人が育っていかない。

「無意識の力」を活用していない知識偏重の教育は、空疎な教

育と言わざるを得ない。（月刊日本教育10月号）

• 「ことばの温度計」

人の口から発せられることばは、それが持つ辞書的な意味

だけではなく、一定の温度感をもって相手に伝わっている。指

導者が話すことばには温度があり、子どもが話すことばにも温

度がある。子どもが進んで学びたくなるのは、そこにいる皆が

「ことばの温度計」を共有している空間（教室）である。

（神戸女子短期大学学長 長瀬 荘一 氏）



３ 暴言・暴力に対する取組み
（１）日本体育協会

H25.4.25

「スポーツ界における暴力行為根絶宣言」

日本体育協会、日本オリンピック委員会、日本障害者スポーツ協会

全国高等学校体育連盟、日本中学校体育連盟

【はじめに】

殴る、蹴る、突き飛ばすなどの身体的制裁、言葉や態度による人格の否
定、脅迫、威圧、いじめや嫌がらせ、さらにセクシャルハラスメントなど
、これらの暴力行為は、スポーツの価値を否定し、私たちのスポーツその
ものを危機にさらす。

１．指導者

○指導者は、暴力行為が人権の侵害であり、全ての人々の基本的権利
であるスポーツを行う機会自体を奪うことを自覚する。

○指導者は、暴力行為による強制と服従では、優れた競技者や強いチ
ームの育成が図れないことを認識し、暴力行為が指導における必要
悪という誤った考えを捨て去る。 （抜 粋）



（１）日本体育協会

H25.4.25

「スポーツ少年団活動を支える皆様へ」

日本体育協会スポーツ少年団

指導者は、子どもの成長やスキルアップのペースが遅いとき、プレ
イを失敗したときもどかしい想いを募らせることがあるのではないか
と思います。

しかし、失敗して成長すること、失敗は成長の種であることを認識
することが重要です。そこで必要なのは、暴力ではなく、団員を認め
、彼らの話を聴き、なぜ失敗したのか共に考えることです。このこと
に留意しないと、熱い想いが罵声や殴打などの誤った言動に及んでし
まいます。

（抜 粋）



（１）日本体育協会

「ガイドラインに基づく基本的な整備事項等」

（1）倫理に関する規定の整備

（2）倫理委員会の設置

（3）不祥事予防のための意識啓発活動等の実施

・相談・苦情窓口の設置のための方法

〇 H28.11. 9「日本体育協会倫理規定」施行

〇 H28.11.12「日本体育協会相談窓口設置規定」施行



（２）日本サッカー協会

プレーヤーファースト

「プレーヤーにとって何が一番良いのか」を考える

リスペクト

関わるすべての人、ものを互いに大切に思うこと

めざせ！ベストサポーター

２０１３．５．１６

「サッカー指導現場における暴力根絶の宣言」

失敗を恐れない、たくましい選手を育てるためには、時として厳し
い指導も必要です。それ自体を否定するものではありませんが、その
中に暴力的な指導は含まれてはならないものです。

「暴力等根絶相談窓口」（報告用紙の書式あり）



（３）日本バレーボール協会

2013年1月23日

会長メッセージ ～暴力根絶に向けて～

 同校では2011年秋にバレーボール部顧問が体罰を与え、3か

月の停職処分を受けておりますが、復帰後、再び体罰を行っ

ていたことも判明しました。断じて許されることではありま

せん。

 日本バレーボール協会及び各加盟団体は『指導における倫理

ガイドライン』を定め、体罰等の暴力根絶に努めております

が、こうした事例を見ましても、残念ながら指導現場での暴

力一掃は完全には達成できていないと思われます。

（抜 粋）



（３）日本バレーボール協会

２０１２．３．２２制定

指導における倫理ガイドライン ～暴力とセクハラの根絶に向けて～

１．このガイドラインにおける暴力行為とは、肉体的暴力により相
手を傷つけることのほか、侮辱などの言動により相手を精神的に
傷つけることをいう。

②暴力行為には肉体的な暴力だけでなく、暴言・脅迫・威圧・侮
辱などにより相手を精神的に傷つけることも含まれる。相手の
人格を否定するような言動、相手の存在を無視するような態度
は精神的な暴力である。

コンプライアンスホットライン制度運用規定

ホームページに

体罰・暴力の相談窓口掲載(03-3502-○○○○）

法律事務所に直接つながるシステム



（４）日本バスケットボール協会

２０１２．5.15発行

「スポーツ界における暴力行為根絶宣言」について

公益財団法人日本バスケットボール協会(JBA)では、公益財団法人日

本体育協会および公益財団法人日本オリンピック委員会の加盟団体

として、本宣言を遵守し、暴力行為を根絶いたします。



指導者処分ガイドライン 2016.2.10



４ スポーツ指導者の心得

日本スポーツ協会 2018年（第7版）

「倫理ガイドラインから」

1.プレイヤーが主役です

2.指導者の持つ影響力を自覚しましょう

3.反倫理的言動に適切に対処しよう



５ 倫理的問題が起こらないために

１ 倫理的問題が生じやすい構造的要因
→ どのようなものが考えられるか？

〇 スポーツ集団内の要因

 指導者とプレーヤー間の権力関係

 プレーヤー間の厳格な上下関係

 勝利至上主義

 集団主義 など

〇 スポーツ界全体の要因

 男性中心的な風潮や制度

 競技成績が進学や就職に役立つ

 スポーツの場が社会から閉鎖的になっている など



２ 表面化しにくい倫理的問題への対応
→ 起こったらどうするの？

○ 表面化しにくい場合がある

○ 組織的に隠蔽されることがある

○ 被害者の立場に考慮しつつ、速やかに適切

な対応をすることが不可欠

大阪ミニ連に相談を！



６ 反倫理的言動とは

１ 反倫理的言動の内容及び範囲

○ 反人道的言動

① 身体的・精神的暴力及び言葉の暴力

② 性暴力及びセクシャルハラスメント

③ 差別

○ その他の反社会的行為

① 不適切な指導

② ドーピング及び禁止薬物等の使用

③ 金銭的な事柄



２ 反倫理的言動がもたらす影響

○ 対個人

① 身体的・精神面

② 行動面

③ 社会生活面

○ 対集団

 不愉快な環境、権利の侵害や権利の濫
用、モラル機能の低下

○ 対社会

 社会的イメージや評判の悪化



特に子どもたちを指導対象と

する場合は、心身の発育発達や

技能レベルなどを十分考慮した

指導をするとともに、子どもた

ちの手本となるような言動を心

がけることが求められます！



７ 保護者が「すべきこと」

「してはいけないこと」

保護者の心構え４か条

一． 「縁の下の力持ち」であれ

一． 「転ばぬ先の杖」になりすぎない

一． 指導方法やチームの戦術・戦略には口

を出さない

一． 保護者は子どもの牽引車ではない

（スポーツペアレンツジャパンから）



【Best Sports Parents 宣言】

1. スポーツに打ち込むすべての子どもの人権
を尊重します

2. 子どもたちの健全な心身を守るために全力
を尽くします。

3. チームのルールを守ります。
（子どもの見本となるように）

4. 常に子どもを支え励まします。

5. 子どもたちの選択を尊重します。

6. わが子だけのことを考えず、チーム全体の
和を大切にします。



【Best Sports Parents 宣言】
7. フェアープレー精神を尊重します。

8. 子どもと過ごすスポーツ以外の時間も大切
にします。

9. 子どもたちが安全にプレーできるよう、チ
ームやコーチのサポートをします。

10.チームメイトの子どもも、わが子同様、愛
情をもって接します。

11.子どもたちのプレーを批判したり、否定し
たりしません。

12.試合に勝っても負けても、子どもたちを笑
顔で迎えます。



８． １４の危険信号

1.時間に遅れだす

2.約束を自分の方から破りだす

3.挨拶が雑になりだす

4.他人の批判や会社の批判をしだす

5.すぐに怒り出す（寛容さがなくなる）

6.他人の話を上調子で聞き出す

7.仕事に自信が出てきて、勉強しなくなる



8.物事の対応が緩慢になる

9.理論派になりだす（屁理屈を言う）

10.打算的になりだす（損得勘定が染みつく）

11.自分が偉く思えて他人がバカに見えてくる

12.目下の人に対して、ぞんざいになる

13.言い訳が多くなる

14.「ありがとうございます」という言葉が少

なくなる

＜謙虚さのなくなる兆候＞ニューモラルH29年11月号



ご清聴

ありがとう

ございました！

指導者も

子どもと一緒に

楽しみましょう！


